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2022 年 12 月 5 日（月）,防災専門図書館の

見学会が行われた（参加者 11 名）。 

防災専門図書館への訪問は今回で 2 回目で

あった。前回は 2015 年,その年に行われた図

書館総合展のポスターセッションにてその存

在を初めて知り,前職場での課題展示の為に

訪問させていただいた。アポも取らずの訪問

だったにも関わらず,自館で防災の展示をし

たい旨をお伝えすると,お忙しい中大変快く

対応していただき,開架部分の説明だけでは

なく,書庫にも案内していただき,貴重な「か

わら版」等々を惜しげもなく見せていただい

たことがとても印象深く残っていた。 

 

防災専門図書館は最寄り駅が永田町駅,国

立国会図書館が徒歩圏内にある千代田区平河

町の都市センター会館の 8 階に位置する。 

今回で 2 回目とはいえ,この様なオフィス

ビルに図書館があるとは思えず ,またもや気

後れしながらもエレベータに乗り,まずは説

明会会場の 10 階の会議室を目指した。 

 

 

最初に防災専門図書館の矢野陽子氏からス

ライドにて図書館の沿革,蔵書の特長,収書方

針等々のご説明いただいた。沿革等について

は「ネットワーク資料保存 第 128 号」にて

矢野氏が詳しく記しておられる。 

次に堀田弥生氏から「書庫のカビ発生状況

と対策・現状」をお伺いした。 

カビの発見は 2020 年 12 月～2021 年 1 月頃

との事。13 年前に着任した職員が知る限り,

その間にカビの発生はなく突然の出来事だっ

たそうだ。原因は特定できなかったとの事だ

が,業者によると他館でもコロナ対策などで

書庫内の環境が変化し,カビ発生が例年より

多いとのこと。対策として,3 月末と 6 月初め

の 2回に分けて,3か所にある書庫内の汚染本

の清拭,書庫清掃,防カビ剤（フォーダッシュ）

噴霧を実施されたそうだ。環境モニタリング

は 2021 年度から,データロガーで各書庫 2 ヶ

所を常時計測開始,カビ定点調査年 1 回実施

予定との説明があった。この後で書庫の見学

をさせていただくのだが,以前お伺いした時

も今回も変わらず,どのフロアの床も天井も

書棚も隅々まで清潔できれいであった。なぜ

カビが発生したのかが素人目には不思議であ

った。 

これについては,資料保存委員会の眞野氏

から「書庫と閲覧室との温度差がないように

した方がよい」と,また書庫の天井の換気扇の

下にあたる箇所でカビが発生していたことか

ら,「それも原因の一つではないか」とのご指

摘があった。 
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両氏の説明が終わり,いよいよ館内の見学

へ。 

エレベータで 8 階に降りるとまず目に飛び

込んできたのは,企画展「The 火山」。 

日本全国の火山毎の噴火警戒レベルを表示

したポスターがびっしり。改めて日本は火山

大国なのだと認識させられた。廊下を進むと

今度は「大地震と各地の震度」の展示。過去

に起きた最大震度 7 の地震について,観測地

点の震度の記録を全て表示しているのだが ,

注目すべきは「東日本大震災」記録紙の長さ。

広範囲で震度を観測したため,紙の先は長す

ぎて巻物状態になっていた。いかに大地震だ

ったかを視覚的にも分かりやすいように工夫

された展示だった。 

 
 

そしてようやく図書館入口に辿り着き,堀

田氏から館内を順に説明していただいた。 

 

開架フロアの様子は YouTube で公開されて

いる 4 本の紹介動画のうち「防災専門図書館

探訪」と「防災専門図書館探訪 閲覧室編」を

ご覧いただくとよく分かるかと思う。開架フ

ロアで印象に残ったのは「防災教育関連資料

コーナー」と「洪水ハザードマップ（荒川版）」,

「100 均で買える防災グッズ」であった。「防

災教育関連資料コーナー」は一般の人でも防

災に関することが理解しやすいように『ブラ

タモリ』や漫画なども揃えられていた。「洪水

ハザードマップ（荒川版）」は各区発行のハザ

ードマップの縮尺を揃えて印刷し,繋ぎ合わ

せた手作りだとお聞きし,驚いた。とても手の

込んだものになっており,リアルな危機感を

感じられた。「100 均で買える防災グッズ」は,

揃えるのが億劫になりがちで,しかもお金の

かかる防災用品を手軽に 100 均で入手できる

ものを展示してくれている。 

 

書庫では貴重な資料を見せていただいた。

デジタルアーカイブでも見ることも出来るか

もしれないが,やはり本物を間近で見せてい

ただくのはなかなか出来ない経験であると思

う。 

 
 

開架の展示,書庫の分類整理,資料の収書な

ど随所に渡って創意工夫と惜しみない手間が

なされており,職員の方の専門性の高さを強

く感じた。そして,この業務を矢野氏と堀田氏

のお二人でこなされていることを聞き,更に

驚いた。 

 

最後に矢野氏が「自分達の図書館がどんな

災害に遭いやすいか,職員間で共通の認識を

持つことが大事」だと話された。こうして災

害の様子を目の当たりにしても,どこか「対岸

の火事」として捉えてしまう自分がいる。肝

に銘じたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 10 月 26 日（水）にオンライン開

催された,一橋大学社会科学古典資料センタ

ーによる標記セミナーをアーカイブ視聴した

（公開期間は 2023 年 1 月 4 日まで）。講義は

3 本で,うち 2 本は「書誌学講義」。3 本目が資

料保存・管理講義「図書館 IPM 今日からはじ

める日常管理」井上桃子氏（株式会社明治ク

リックス文化財 IPM 事業部 課長）だった。 

書誌学講義も興味深く拝聴したが,ここで

は「資料保存・管理講義」について,その概要

をご報告する。 

 

最初に「図書館 IPM とは」として,「なる

べく薬剤を使用せず,物理的防除や日常のメ

ンテナンスなど,あらゆる手段を合理的に組

み合わせて資料保存をしましょう,という考

令和４年度西洋社会科学古典資料
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え方」であること,回避（温湿度管理等）・遮

断（受入図書メンテナンス等）・監視（温湿度

記録・図書の点検等）・対処（カビ処理・空調

運用の見直し等）・復帰（利用再開）の 5 段階

があることを説明された。5 段階と言っても

段階を行きつ戻りつする場合もあるとのこと。 

 

引き続き,回避・遮断・監視の段階で重要

なポイントを解説された。 

図書館でよく発生する好乾性のカビは湿

度 65％以上で活性化するため,図書館内の温

湿度差を考慮し上限は湿度 60％で管理する。

カビの胞子はホコリに多量に（1g あたり 1 万

～1 千万）含まれ,カビはホコリを栄養にする

ため,ホコリを減らすことが重要。靴裏のホコ

リをとる粘着マットは有効だが設置するだけ

でなく手入れを定期的に行うことが大切（剥

離していくタイプのマットを費用を気にして

めくらないでいて粘着力がなくなっているケ

ースがある）。空気清浄機でホコリを減らすこ

とも有効。 

データロガーは,図書の近くで,夜間まで,

温湿度を点検するという意味で重要。気象庁

のサイトから地域別の過去データを検索して

外気や天候の影響を検証する。開館時間だけ

空調や除湿機を稼働させている館では温湿度

が一日のうちに大きく上下していることが多

い。Wi-Fi を介してデータを集積できたり

Bluetooth や USB でデータを引き出せる機種

など色々あるが,おすすめのデータロガー

は,3～4 万円の「おんどとり TR72A」,2～3

万円の「HOBO MX1011」。 

 

点検と清掃についても具体的に説明され

た。点検は LED ライトを使い,見たい箇所に対

して水平に光を当てるのがコツ。ライトなし

に目視するのと比べてカビが立体的に見えや

すくなる。フォクシング（茶色い染み）は過

去のカビ被害の跡か現在のカビかライトをあ

てて確認する。ホコリとカビは区別しにくい

場合もあるが,ホコリは一面に,カビは部分的

に見える。 

カビかもしれないホコリにハンディモッ

プを使うと拡散してしまうので,クリーニン

グには HEPA 相当の性能の掃除機で吸引する

のがよい。「HEPA」の名称を使っていなくても

3 ミクロンの粒子をキャッチできるものなら

良い。掃除機を選ぶポイントは,吸い込み力の

切り替えが可能（弱・中・強 等）,紙パック

式（手入れが容易）,吸い込み仕事率 600 ワッ

ト程度（タイルカーペットに使用）,先端ブラ

シつき（資料のクリーニングに使用）。おすす

めの掃除機は,日立「かるパック CV-KP90H」。

純正の紙パックを使う。 

IPM メンテナンスは,通常の清掃と違って

「見えない所」のカビやホコリも除くのが目

的。そのため,定期的に棚板を外して棚受けも

拭く。スチール書架は掃除機でホコリを吸っ

て消毒用エタノールで拭く。 

空いた棚の汚れを取る程度なら水拭きで

もよいが,仕上げはエタノールにする。ただし

無垢材の貴重書庫の場合,消毒用エタノール

はアセトアルデヒドが発生する原因と言われ

ているので,カビ発生後でなく予防目的なら,

洗濯機で脱水した程度の水分量のウエスで拭

く。 

 

次に,軽微なカビ被害資料のクリーニング

について詳しく解説された。 

見てすぐわかるほどのカビは再発リスク

が非常に高いことと,その場で処置をしてし

まうと被害の全容がわかりにくくなることか

ら,専門家の力を借りたほうがよい。 

軽微なカビのクリーニングは,必ず乾式ク

リーニングを行なった上で湿式クリーニング

を行う。まず HEPA 相当のフィルター付き掃

除機で表面のカビやホコリを除去する。やむ

を得ず掃除機が準備できない場合は刷毛等を

使う。次に消毒用エタノールを含侵させた不

織布で図書の表 6 面,表見返し,花布などを

拭く。消毒用エタノールは,乾くまでに 15 秒

程度かかる量をたっぷり使う。節約しようと

してはいけない。湿式クリーニングの前に必

ず乾式クリーニングを行う理由は,エタノー

ルで拭いたときに汚れがつくのを防ぎ,図書

の表面に消毒用エタノールをしっかり接触さ

せるため。省略せずに行う。 

 

さらに,外部の専門家の力を借りるべき内

容は何かという点について説明があった。 

見てわかる明らかなカビ被害は,再発リス

クが非常に高く,被害の全容がわかりにくく

なることから,専門家に任せがほうがよい。カ

ビは見えないレベルの図書の表面の傷に菌糸

が入り込んでいて除去しきれないことがあり,

何度でも再発する。すぐに相談できない場合

もせめて記録をとっておく。 

専門家は,カビの種類の同定,発生原因・環

境の推測,処理方法の選択などを行う。カビの

種類によっては消毒用エタノールの効きが悪

いこともあり,処理方法が異なる。また,空調

の運用や除湿機の効果的な設置場所・台数な

どもチェックする。また,現在進行形の虫損

（特にシバンムシ）は専門家に任せるのが良

い。発見が早く発生源が特定できる状況なら

脱酸素処理等の処置で済むこともあるが,そ

うしたケースは少ない。 
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図書館 IPM 全体に関する注意点として,具

体的対策がどういう意図で行われているかを

確認すること,を挙げられた。意図が忘れられ

ると単なる作業として形骸化してしまい,例

えば消毒用エタノールの量を「もったいない」

と減らしてしまったりすることが起きがち,

と耳の痛いお話だった。 

 

最後に質疑応答が行われた。 

耐乾性カビの被害が増えているのは異常

気象の影響があるのかという質問に,大いに

あると感じているとの回答。5 年ほど前まで

は好乾性カビが 8～9 割と感じていたが,7 割

ぐらいまで減って来た。2 割が耐乾性カビ,1

割は水濡れ等による好湿性カビ。 

 

展示に使うフェルト（虫の食害）の対策を

問う質問には,おそらくカツオブシムシかイ

ガ類が考えられるとし,被害フェルトは廃棄

して,近くの展示台にも卵が残っている可能

性があるので,脱酸素処理（資料保存器材の

「無酸素パック モルデナイベ」というジッ

パー袋を使う方法）を行うという回答。ただ

し殺虫処理ができたという保証が必要な場合

は文化財虫菌害研究所の認定の薬剤を使う必

要があるので,燻蒸や二酸化炭素処理が必要

とのこと。カツオブシムシはしつこいので何

年も手をかける必要があるそうだ。 

クリーニングに使うエタノールは市販品

で大丈夫かという質問には,「消毒用エタノー

ル」と表示されており添加が IP（イソプロパ

ノール）だけなら大丈夫との回答。ただし最

近は手指用でグリセリンなど保湿成分が入っ

ているものが売られているので,そうしたも

のは避ける。 

使った刷毛やハンディモップの洗浄方法

を問う質問には,少し使った直後ならエタノ

ールを霧吹きして揉むのが手軽で,たくさん

使った場合は食器用洗剤などで洗って乾かす

のがよいとのことだった。 

 

ポイントをおさえた説明に実際的なアド

バイスが豊富に含まれた,大変有意義な講義

だった。図書館によっては費用面ですぐに用

意することは難しいかもしれないが,データ

ロガーや掃除機,対策用品など,具体的な商品

名まで紹介していただけたため,見積をとり

やすく,図書館現場で活用しやすい情報をい

ただけたと思う。図書館 IPM が広く普及する

一助となるような講義だった。 

 

 

 

 

 

国立国会図書館保存フォーラムがオンラ

イン開催されるようになって,もう 3 年目と

なる。同館を訪れる機会が減っていささかの

寂しさを覚えなくはないものの,実演を含め

た事前収録動画を,時間や場所の制約なしに

繰り返し視聴できるオンライン配信の恩恵は

大きい。今年度は「洋古書の保存と取扱い―

革装本を中心に―」というテーマのもと,いず

れも大学図書館を例に,洋古書の保存とその

活用に関わる 3 つの報告が行われた。概要と

報告資料は,同館 Web サイト 1）で公開されて

いる。 

CCCC（ケンブリッジ・カレッジズ・コンサ

ベーション・コンソーシアム）の修復スタジ

オでブック・アンド・マニュスクリプト・コ

ンサバターとして働く松丸美都氏からは,「ケ

ンブリッジ大学の貴重書・コレクション資料

の保存と修復について」と題した報告が行わ

れた。 

CCCC には 4 人のブック・コンサバターが

所属し,15 カレッジのライブラリーのコレク

ションに対して,アセスメントや修復を行っ

ている（ケンブリッジ大学図書館には別途 10

人のコンサバターがいるとのこと）。 

大組織におけるブック・コンサバターは資

料のデジタル化準備や調査など管理的な業務

を担うことが多いそうだが,CCCC では原資料

の修復作業が業務の 80～90％に上る。利用に

必要な最低限の機能回復を可逆性のある方法

で果たすことを原則とし,資料への物理的介

入と利用ニーズのバランスが常に意識されて

いる。各ライブラリーと密接にコミュニケー

ションを取りながら対応に当たること,現状

維持の観点から修復の大部分は本文と表紙の

ジョイントの補強や外れたボードの接合,綴

じの補強などに留まり,リバインディング（再

製本）まで至る例は 2%以下であることなどが

紹介された。 

当報告では,ケンブリッジ大学の貴重書に

関する体制の紹介に加え,多くの実例の提示

によってどのようなケースでどのような判断

をしているかが実際の修復技術を含めて共有

された。旧蔵者による再製本や修復の跡など

第 33 回保存フォーラム(オンライン) 

「洋古書の保存と取扱い―革装本を 

中心に―」 視聴報告 

田崎
た さ き

淳子
じゅんこ

  

（東京大学農学生命科学図書館/ 

日本図書館協会資料保存委員会） 
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を歴史的な価値として後代に残す判断をして

いることと,資料を個々に切り離して考えず

「生きているコレクションの一部として違和

感のない修復を行う」姿勢が強く印象に残っ

た。 

「日本大学図書館法学部分館における革

装本の調査と保存」では,調査と保存の取り組

みに長く携わる,製本家・書籍修復家の岡本幸

治氏より報告が行われた。 

同館の西洋法制史コレクションは,インキ

ュナブラを含む,1800 年までに刊行されたお

よそ 2,000冊の法律関係書から成り,9割弱が

装丁に皮革を用いた「革装本」である。革装

本に関する歴史的な定義はないということだ

が,修復上の観点として製本構造,材料,特に

革の種類（動物,なめし方など）や革に対する

装飾的な加工処理などが示された。 

革の劣化については,19 世紀後半以降の植

物タンニンによるなめし革と,保存性に劣る

羊革の問題が大きい（日本の革装本のレッド

ロットの深刻さは,明治期の革なめし技術の

低さにもよるとのこと）。製本構造に関しては,

綴じつけ製本（折丁をかがる際の支持体を表

紙ボードに綴じつけて,その上に表装材を貼

る）とリンプ製本（支持体を表装材に直接接

続する）の違いが紹介された。同コレクショ

ンは羊皮紙を用いたリンプ製本が多く,実用

的に使われてきた資料群という特徴がある。 

保存対策のためにはまず資料の状態の観

察と記録が必要であり,その調査票をデータ

ベース化して,処置方針の検討や修復作業の

都度見返して確認することが肝要とのことだ

った。調査票の項目がどのように見直され,

現在のものに至っているかも紹介された。ま

た,国立国会図書館所蔵の革装本 3 点を取り

上げた実演も併せて行われ,岡本氏の視点で

洋古書の材料や構造を観察し,その状態を把

握していく様子を追体験することができた。 

修復は資料が安全に利用可能となること

を優先とし,本格的な製本設備や道具がなく

ても行える作業を図書館内の工房で行ってい

るそうである。自分たちでできるレベルを超

えた作業をしないことと,必要以上の介入を

行わず可逆性のある方法で最低限の機能回復

を目指すことは,ケンブリッジ大学の CCCC と

相通ずる方針と思われた。 

昨年度開催された「西洋法制史コレクショ

ンの調査と保存展示」2)は,コレクションの公

開可能な状態を保つための保存作業という考

え方に添って,貴重書をそれぞれの劣化の症

状や修復工程と共に展示する類のないもので

あった。会期中筆者も同館を訪問したが,実際

の修復の様子を映し出す多数の動画の共有に

圧倒されたことを記憶している。 

慶應義塾大学三田メディアセンターの倉持

隆氏からは,「慶應義塾図書館における洋古書

の保存と活用」と題して,同館の貴重書コレク

ションについて報告が行われた。 

原資料に残された書誌学的な情報を維持す

るため,同館では貴重書を修復せずに保存箱

に入れて原装保存を行っている。準貴重書に

関しては専任教員へ貸出するため利用上最低

限の修復を行っているが,外注で行うものは

現在ごくわずかであるとのことだった。 

貴重書の活用例としては,授業での提供と

学内展示が挙げられた。以前から書誌学,国文

学,日本史学などで実施されてきた貴重書室

での授業を「貴重書活用授業」と名付けて広

報することで,他の分野の授業に提供する機

会が増えたそうである。状態のよい資料は職

員が取扱いを説明して学生も実際に触れるこ

とができるとのことで,教員や学生への働き

かけや授業との連携という点でも大変参考に

なった。 

今回の 3 報告の視聴により,利用のための

資料保存の実践例から多くを学ぶことができ

た。また,貴重書に関してはデジタル化やアー

カイブ化促進の話題が多い中,原資料の保存

と活用,そして考え方に留まらず具体的な修

復技術まで交えて共有された点が,今年度の

当フォーラムの特徴と言えるだろう。 

視聴者から寄せられた事前質問では,革装

本のレッドロットに多くの現場で苦慮してい

ることがうかがわれた。共通する難問には.

専門家から効果的で簡便な対処法が示される

ことをついつい期待してしまうものだが,各

講師からの回答によるとやはり対策に早道は

ないようだ。温湿度管理で劣化を遅らせるこ

とはできるが根本的な予防策はないこと,革

の製法自体に原因があること,劣化のしくみ

は解明されていないこと,適切な薬剤の選択

や塗布の加減が難しいこと,素人による不可

逆的な手当ては避けて修復専門家へ相談する

方がよいこと（特に保革油の塗布は避けるべ

き）,現場でできる対策としては,紙やポリエ

チレンシートのジャケットをつけて取扱いを

楽にすることなどが示された。 

 

 

1)国立国会図書館第 33 回保存フォーラム

https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/p

reservationforum33.html 

2)西洋法制史コレクションの調査と保存展
https://www.nihon-u.ac.jp/catchup/effort/433/ 
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 2022年 11月に第 24回図書館総合展(以下総

合展)が開催された。図書館や関連企業,学生

や有志などが出展する見本市のような催しで

ある。コロナ禍前は大会場での対面開催であ

ったが,この 3 年ほどは主にオンラインでの

開催となっている。筆者は今回,有志 4 名(大

学図書館員 1 名,元大学図書館員 1 名,専門図

書館スタッフ 2 名)で「修理系司書の集い」と

いう団体名でポスターセッションに出展し,

「資料保存の現場見える化アンケート」と題

して館内修理についてのアンケートを実施し

た。その経緯と出展内容,そして今後の展望に

ついて書かせていただく。 

<ポスターセッションページ https://www.library

fair.jp/poster/2022/86> 

 

1.出展経緯 

総合展に出展することを決めたのは,2022

年の 7 月頃だったかと思う。それ以前から,

偶然つながりを得た数名で図書館における資

料保存についてのオンライン座談会を開いた

り,情報共有サイトを作ったりしていた。座談

会では,現場での修理業務の位置づけの難し

さや技術の継承への不安などが話されていた。

そこで,さらに踏み込んで,情報共有や意見交

換の場が作れないだろうかと考え始めていた。

図書館総合展は図書館関係の人にはよく知ら

れた催しであり,そこで発信することで様々

な意見を聞き,今後の活動の指針を得ること

ができるのではないかと考えた。また,まだ自

分たちの発信媒体を持たない私たちにとって,

しばらくの間総合展のページを情報発信に利

用できることは魅力的であった。 

私達が出展したポスターセッションという

枠は,会場での開催時は各団体作成のポスタ

ーが並び,場合によっては担当者が在席し来

場者に解説をする形式であった。オンライン

開催になってからは 1 枚のポスターという枠

を超えた発表形式が可能となり趣向を凝らし

たページが作成されている。 

私達のやりたいことは 2 つ。現場の声を共

有することと訪れてくれた人の役に立つ内容

を提供すること。アンケートを実施し,その結

果を公開する手法は,その両方を叶えるもの

であった。当初はアンケートとともに,修理動

画を作成して載せる,資料保存についてメン

バーで話し合った動画を公開する,なども検

討していたが,初めての試みであることや開

催までの時間的な制約があったことから無理

せずアンケートひとつに絞ることとした。8

月に申込をし,開催の 11 月までにアンケート

の項目決め,ページの体裁やロゴ,期間中の運

用の検討を並行して進めた。なお,打ち合わせ

はほとんどをメールで行い,クラウド上のホ

ワイトボードを活用し皆のイメージを可視化

していった。 

 

2.アンケート内容概要 

核となるアンケート項目については,3 つ

の先行事例を参考とさせていただいた。1 つ

目は,「日本の図書館における一般資料の保存

に関する現状調査」 1)。これは,大学図書館・

公共図書館等を対象として 2018 年に実施さ

れた資料保存全般に関する調査で,892 の回

答を得ている。調査項目はマニュアルの有無

やその媒体,業務内容や組織編制といったか

なり突っ込んだ内容となっていて,項目を考

える上で大変参考になった。2 つ目が「神奈

川県立図書館における「資料保存」の課題-

全国都道府県立図書館の状況調査から-」 2)。

こちらは,2009 年に都道府県立図書館を対象

として行われた調査で,実施している資料保

存業務の内容やその担当等を聞いている。注

目したいのは,担当者の選択肢として,常勤職

員/非常勤職員/外注業者を設けている点であ

る。私たちのアンケートでも館内修理を「誰

が」担当しているのかを詳しく知りたいと思

い設問を設けている。3 つ目の調査は,「都道

府県立図書館を対象とした「資料保存に関す

第 24 回図書館総合展出展記 
 

川原
かわはら

淳子
じゅんこ

 

（日本アスペクトコア株式会社/ 

日本図書館協会資料保存委員会） 
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るアンケート調査結果」」(埼玉県立図書館 2

006 年)。こちらも都道府県立図書館対象に 2

006 年に実施された調査で,資料保存の方

針・マニュアルの有無,原形保存等について尋

ねている。修復処理の項目の中で作業室があ

るか？という問いが設けられているが,今回

のアンケートでも同様の設問を使わせていた

だき,その結果見えてきたことがあった。 

なお,上記 3 つの調査はどれも,資料保存全

般に関するものであるが,今回のアンケート

は「館内修理」に限定したものとした。資料

保存=修理と思われることへの懸念があり迷

うところではあったが,現場のスタッフが直

接関わることの多い業務であるとともに個々

人に帰する程度が高い問題であることから,

現場の状況や問題点を可視化するのに適した

テーマであったと考える。 

アンケート項目は 23。回答者に関すること,

館内での修理業務に関すること,要望などで

ある。館内での修理を「誰が」「どこで」「ど

うやって」行っているのか,それは「持続可能

であるか」といった点を詳しく聞いている。

現場で業務に携わる人たちの生の声をすくい

あげることを重視した。 

 

3.アンケート結果 

 アンケートの結果については中間報告と

して会期中に 3 回総合展のページ上で公開し,

最終的な結果についても会期終了後にメンバ

ーでまとめた報告を掲載しているので,詳し

くは総合展のページをご覧いただければと思

う。ここではいくつかの結果を紹介する。な

お,今回の調査は総合展のポスターセッショ

ンのページを訪れた方の回答であり,勤務先

の館種,身分,資料保存への意識の高さなどに

偏りがある可能性がある。 

 まず,館内で修理をしている人がいるかど

うかの問いに 9 割がしていると答えている。

想像していた以上に多い割合である。ただし,

館内で修理をしていない場合はそもそもアン

ケートに回答しない可能性が高い。 

「誰が」については,「修理担当」という

言葉を回答に記した方は 60 の内 8 名,その他

は閲覧担当や目録担当,ボランティア,全員で

など。身分は非正規職のみが半数を超え,正規

職のみは 1 割程度。 

 「どこで」は,7 割近くが決まった場所はな

いと回答している。 

 「どうやって」に関しては,いくつかの設問

を設けている。マニュアルの有無については

6 割がなしと回答。ある場合でも,「簡易な補

修」といった簡単な内容や研修資料・外部サ

イトなどを挙げた回答が見られる。どこで学

んだかについては実務→独学→研修の順に多

く,司書課程との回答が 1 件。修理内容はペー

ジの破れや外れが最も多く,表紙と本体の外

れ,表紙の破損と続く。使用する材料の 1 位は

補修テープで 46名いるが,うち 31名はでんぷ

ん糊を,29 名は和紙を併用している。参考と

するサイトは,国立国会図書館と東京都立図

書館が最も多く,残念ながら資料保存委員会

という回答は 1 件のみである。 

 「持続可能か」どうか,引継ぎの可否を尋ね

たところ 6 割ができないと回答し,できる場

合の手段としては,マニュアル,担当者が複数

人いる,口伝え等。 

 以上から見えてきたことをおおまかにまと

めると,館内修理は多くの図書館で行われて

いるが,破損資料があった場合に閲覧担当な

どが対処処置として行うことが多い。現場の

困りごととして「時間がない」という回答が

複数あり,業務体系の中に組み込まれていな

いことがその理由ではないかと推測される。

また,業務を担っている人の身分は非正規職

の割合が多く,マニュアルもなく引継ぎも難

しい状況で,個人の努力に頼っている部分が

多い印象である。資料保存が司書課程の必須

科目となっていないことからもわかるように,

司書の業務として認識されていないことによ

る弊害が現場で働く方たちに負担を強いてい

るのではないだろうか。 

 今回の調査を受けて今後どのような活動を

行っていくかについては,メンバーの間で現

在検討中である。大多数の方がネットワーク

や交流会があれば参加したいと回答くださっ

ているので,有用な情報を提供するだけでな

く現場の人たちが交流できるような場を作り

たいという思いがある。一方,すぐに実現でき

ることではないが,修理を業務体系の中に組

み込んでいけるよう各方面へ働きかけていく

ことも必要と考える。 

 最後になりましたが,総合展のページを訪

問してくださった方,アンケートに回答くだ

さった方々にこの場を借りて御礼申し上げま

す。また,図書館総合展来場者投票で第 2 位と

なり,カルチャー・ジャパン賞もいただきまし

たことを報告いたします。 

 

 

1) (科学研究費補助金・基盤研究(B)15H0278

6「「図書館資料保存論」に関する基礎的調査」

における質問調査 研究代表者 小島浩之 201

8 年)(https://repository.dl.itc.u-tokyo.

ac.jp/records/51786) 

2) 「神奈川県立図書館紀要」第 8 号 横山道

子著 2009 年 
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資料保存委員会では 2014 年の図書館大会

でもカビを分科会テーマにしましたが,今回

改めて取り上げました。企画を練る中で,近年

カビ被害が増えているという話が出ました。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で休館し

ていた間に空調を止めたことや職員の目が届

かなかったこと,換気のために窓や扉などを

開放したことが影響したというのです。カビ

被害は大変多く,しかもコロナ禍で増えてい

るのなら時宜に合ったテーマでもある,とい

うことで,テーマを決めました。 

 

基調講演「カビの基礎：資料保存における

微生物劣化」では,東京文化財研究所保存科学

研究センター生物科学研究室長の佐藤嘉則様

より,生物としてのカビに関する基礎的な知

識について詳しくお話しいただきました。対

策は相手を知ることから始まると改めて感じ

たご講演でした。 

 

事例発表（1）「アジア経済研究所図書館の

カビ被害と対策：換気には要注意。感染症対

策はカビ対策の敵？」では同館の能勢美紀様

より,2020 年に初めて起きた大規模なカビ被

害についてご報告いただきました。感染症対

策のための換気が結露を招いたことがカビ発

生の要因ではないかとのこと。対策として,

被害資料を別室へ移動,サーキュレーターで

空気の流れを確保,換気は空調で行う,窓に気

泡シートを貼って結露を予防,等を紹介して

いただきました。急遽行わわれた「換気」に

よって資料の保存環境が変わってしまった事

例は多いようで,他人事ではないと思いまし

た。 

 

事例報告（2）「図書資料のカビ被害と対策：

大東文化大学 60 周年記念図書館の事例報告」

では,同館の角張亮子様より,2015 年からの

カビ被害と対策についてご報告いただきまし

た。被害資料をピックアップして業者委託で

カビを除去したが数か月で再発してしまった

とのこと。2016 年に職員がカビ除去作業と大

学との交渉などを行い,環境整備を開始され

ました。2018 年以降は新たな被害はないそう

で,再発防止には書庫内の環境整備が第一と

締めくくられました。カビの再発や整備を行

うまでのご苦労など,奮闘の様子が感じられ

るご報告でした。 

 

事例報告（3）「東京国立博物館資料館のカ

ビ被害と対策」では,同館の山﨑美和様よ

り,2021 年に起きたカビ被害についてご報告

いただきました。館内の保存修復課・環境整

備課・東京文化財研究所・専門業者に相談し,

サーキュレーターの設置と吸気口等を塞ぎ,

データロガーを設置されました。業者による

作業は,棚から資料を移し,掃除機をかけた後

一点ずつ拭き取り,棚も清掃した上で戻した

とのことで,現在も月 1 回清掃を行っている

がマンパワー面での課題が残るとのことでし

た。委託先や費用に関する情報も参考になる

内容でした。 

 

さらに「図書館の現場（図書館員）におけ

るカビ処置の注意点と予防」と題して,環境文

化創造研究所主席研究員の川越和四様より,

具体的な方策を教えていただきました。カビ

の胞子は健康被害を起こす危険があり,防護

や処理のために適切な資材を用意し,体調が

悪いときは作業しない,作業後に洗顔や消毒

等を行うなど,安全に配慮しなければなりま

せん。『現場の健康被害防止備蓄品』一覧もお

示しいただきました。 

 

資料保存委員会の実施した分科会アンケー

トには 25 件の回答がありました。換気が結露

につながったことへの驚き,カビの恐ろしさ

やその予防,処置をする職員の防護対策の重

要性を感じた,といった感想をいただきまし

た。カビ被害は経験ありと答えた方が多く,

処置は,廃棄,エタノールでの拭き取り,清掃,

燻蒸,サーキュレーター設置,定期的な目視チ

ェック,温湿度管理などが挙げられ,中には空

調設備の工事を行ったという館もありました。 

 

委員会では今後も各館の業務に役立つテー

マで分科会を実施していきたいと考えており

ます。  

第 108 回全国図書館大会 

（オンライン大会）報告 
 

横山
よこやま

道子
み ち こ

  

（日本図書館協会資料保存委員会） 
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 『眞野先生。本が傷んだら修理するだけじゃダメってホント？  

〜ストーリーでわかる図書館の資料保全の考え方〜』 
 

●監修：眞野節雄 

●発行：DB ジャパン 

●2022.9 

●152 頁 

 

図書館資料保全のエキスパートが伝授！ 

▼本を“治す”状態になる前に予防する方法とは？ 

▼壊れていても修理をしない方がいいときとは？ 

▼書籍が水で濡れてしまった場合の対応方法は？ 

▼修理のデメリットを最小限にするには？ 

▼資料の特性に合った修理方法や材料とは？  

 

本書の紹介動画はこちら

https://www.youtube.com/watch?v=5yfVW8NZiQE 

 

 「教えて先生シリーズ」第一弾！新人図書館員・直美を主人公にしたライトノベル風図書館員

向け指南書。「物語になっているからとても読みやすく,頭にすっと入ってきた」との声を聞く。

図書館における修理とは？資料保全とは？そういった基本の考え方を繰り返し丁寧に伝える点が,

いわゆるハウツーものとは一線を画す。壊れた本を見るとついついがっつりと治したくなるが,

治す目的は？本当にその修理は必要なの？常に基本に立ち返り最適な処置を心がけていきたいも

のである。 

  

 

『眞野先生。本が傷んだら修理するだけ

じゃダメってホント？』刊行に寄せて 

眞
しん

野
の

節
せつ

雄
お

  

（東京都立中央図書館資料保全室） 

 

 

監修者の眞野節雄氏（日本図書館協会資料保存

委員会委員長）より,この本の刊行について文章

を寄せていただきました。（編集部）  

 

「本が壊れているので,きれいに丈夫に修理

したい。その修理方法を教えてほしい」 

何でもない,当たり前のことのように思える

かもしれない。しかし,図書館資料の保存という

ことを考えたとき,私はそれでいいのだろう

か・・・と考え込んでしまう。 

 そもそも,修理という介入をすることは,資料

にとってはいいことは一つもない。ストレスを

与え,バランスを崩して,むしろ壊れやすくなっ

てしまう。それでも修理が必要なのは「利用」

のためだ。だから修理するにしても「利用に耐

えうる最小限の修理」を心がける必要がある。

しかも,「利用頻度」「資料的価値」「傷み具合」

に応じて,使う材料も方法も違ってくる。資料に

よって,まさに千差万別である。修理しなくても

いいものは多々あるし,それで済まされるのな

らそれがベストだ。私はそれを「図書館資料の

修理の基本的な考え方」としている。 

壊れているから修理…という常識的な考え

ではなく,修理しなくていい方法はないかを考

え,修理するにしても,まず,基本的な考え方や,

修理のデメリットを最小限に抑えるための基本

的な知識・技術を踏まえた上で修理してほしい

…と願っているが,なかなかそうはいかない。求

められるのは,こういう損傷にはこういう修理

という「ハウツー」ばかりだ。 

縁あって,この本の出版元である DB ジャパン

の,司書向け動画教材「司書トレ・保存管理」に

出演することになった私が,そんな愚痴をこぼ

していたところ,「教えて！先生」というシリー

ズで本を出したいと考えていた DB ジャパンか

ら,その第 1 弾として,「ハウツー」ではなく,

「基本」に焦点を当てた内容での出版を打診さ

れた。嬉しい反面,そんな,およそ商業ベースで

は考えられないものを…と躊躇したが,DB ジャ

パンのみなさんの熱意で本書が出ることになっ

た。 

かつてなかったような小説仕立てで,体裁も

今風で…当事者としては何とも気恥ずかしいが,

資料紹介                                                     BOOK       

 

 

 

                                                 BOOK 

『文化財の放射線対策ガイドブック 2021』  
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「感情移入できてすんなり内容が入ってくる」

とか,「今の時代,こういう形が手に取りやすい」

とか,意外と好評のようである。私も「新しい伝

え方」かな…と思うようになった。 

思えば,酸性紙問題をきっかけに,日本の図

書館界で資料保存への取組みが始まって 30 年

あまり。資料保存に関する枠組みや理論の大枠

は,最初の十数年ほどの間にほぼ出来上がった

のではないかと思う。その後は新しい知見や実

践に基づき,それを掘り下げ深めていった。また,

新たな課題にも取組み,進化してきた。しかし一

方で,いまなお,日本の図書館,図書館員のなか

に「資料保存」が広まり,根付いていっていると

はとても言い難い。基本的なことさえも。 

 深め,進化させることは大事だが,広めること

も大事である。どうにかして先人たちの築き上

げてきたものを普及させたい。この本が,そんな

私の思いの一つのアイテムになればと願ってい

る。 

 

 

資料保存委員会の動き 

 

2022 年 10 月例会 

日時：2022 年 10 月 19 日（水） 

場所：日本図書館協会会議室 

出席：6 名(うちオンライン参加 4 名) 

内容：全国図書館大会:動画配信中(～11 月

末)・担当確認/ネットワーク資料保存:129 号完

成・130 号内容案検討/見学会・セミナー:慶應

義塾大学附属研究所斯道文庫・防災専門図書

館・都立中央図書館資料保全室等/研修会講師派

遣:全道図書館専門研修<サービス(資料保存)>/

旧 HP の扱いについて/図書館総合展「修理系司

書の集い」/2023 年度事業計画 

 

2022 年 11 月例会 

日時：2022 年 11 月 30 日（水） 

場所：日本図書館協会会議室 

出席：8 名(うちオンライン参加 3 名) 

内容：図書館大会:終了・担当確認/見学会・セ

ミナー:防災専門図書館(12/5)・慶應義塾大学附

属研究所斯道文庫・都立中央図書館資料保全室/

ネットワーク資料保存:130 号内容案検討/HP で

の動画配信検討/研修会委員派遣:画像保存セミ

ナー・女性アーカイブ研修 

  

2022 年 12 月例会 

日時：2022 年 12 月 21 日（水） 

場所：日本図書館協会会議室 

出席：9 名(うちオンライン参加 4 名) 

内容：全国図書館大会:担当確認・2023 年度岩

手大会開催確認/見学会・セミナー:12/5 防災専

門図書館実施報告・慶應義塾大学附属研究所斯

道文庫他検討/ネットワーク資料保存:130 号内

容案検討/HP での動画配信検討 

 

2023 年 1 月例会 

日時：2023 年 1 月 25 日（水） 

場所：日本図書館協会会議室 

出席：7 名(うちオンライン参加 3 名) 

内容：全国図書館大会:2023 年度岩手大会内容

検討/見学会・セミナー:2/27 慶應義塾大学附属

研究所斯道文庫他/ネットワーク資料保存:130

号進捗・131 号案/動画配信検討進捗/研修会講

師報告 
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コラム エタノール 

 
カビが生じた資料の殺菌に使われるエ

タノールには 2 種類あります。ひとつは,

水分を 20～30%含んでいる消毒用エタノー

ル。水分を含むことですぐに揮発せず素材

に浸透するため殺菌する力が高いと言わ

れています。クロス装の表紙や本の天地・

小口のカビをふき取るのに適しています。

また,書架の消毒にも使用します。水分が

含まれているため,紙素材への使用は注意

が必要です。もうひとつが無水エタノー

ル。水分を含まないため揮発性が高く本紙

の殺菌や大量に噴霧するのに適していま

す。 

エタノールは,素材によっては褪色や質

感の変化が生じることもありますので,目

立たないところで少量試してみてから処

置を進めましょう。 

https://www.jla.or.jp/committees/hozon/tabid/96/Default.aspx
https://www.jla.or.jp/committees/hozon/tabid/96/Default.aspx

